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１．プロジェクトの目的・概要

２．具体的な取組内容

３．プロジェクトの成果及び地域への還元

本プロジェクトは、後志の直面する課題をテーマに据え、経済学、言語学、法学にわたる多分野のゼミ
が対抗ディベート大会を行うものである。まず、最初の３回では、各回２〜３の試合のテーマのうち、ひ
とつを小樽や後志の問題とする。それらの大会で扱ったテーマや議論内容を事後検証し、更に改良を
加えた形で、小樽・後志が直面する現代的なテーマを選んで、市民に広く公開する形で第４回ゼミ対
抗ディベート大会を行った。

最初の３回は、５月26日、７月14日、11月24日に開催した。３つのテーマのうち1つを小樽・後志関係

のテーマとした。第１回目は「小樽の観光客誘致の対象を日本人主体にするべきか外国人主体にす
るべきか」、第２回目は「小樽へのカジノ誘致に賛成か反対か」第３回目は「北海道新幹線の新小樽
駅は必要か不必要か」を議題にしてディベートを行った。公開ディベート大会では、事前に学内HP,大

学のブログ「商大くんがいく！」、プレスリリース、市内公共施設へちらしとポスターを配布するなどし
て告知し、1月26日に開催した。テーマは、「小樽商大を市街地に移転すべきか否か」「泊原発を再稼

働させるべきかどうか」「小樽運河に続く観光地として相応しいのは旧手宮線か天狗山か」であった。
事前準備では、グローカル戦略推進センター研究支援部門の高野宏康研究員や小樽市産業港湾部
の中野弘章部長のご助言を頂き、インタビューや現地調査、資料収集を行った。

第一の成果は、学生への教育効果である。通常のディベート大会で得られる教育効果（主体的な学
習態度、ゼミ生同士のチームワーク、プレゼン・議論する能力の向上）に加えて、学生が小樽や後志
に興味を持ち研究したこと、公開イベント成功に向けてゼミ同士のチームワークが醸成されたことが
上げられる。

第二の成果は、公開ディベート大会により、様々な視点や考えを市民に提供できたことである。市
街地の会場を借りられず学内で開催したせいもあり、見学者は10名ほどであったが、アンケートの回
答では、好意的な意見が多数であった。
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